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事業者 名 市職員 名

利用者 名 包括職員 名

家族 名 有識者 名

住民代表 名 地域の医療関係者 名

議題

            ・

・

事業者からの活動状況報告

(4)現状の利用者様の状況・説明

定期巡回・随時対応型訪問介護看護　青山ケアセンター藤井寺　介護医療連携推進会議議事録

日時　　　　　　令和4年　4月　19日　(火）　　　10　時 00 分　　～　　時   分

場所　　　　　　　　　　　青山ケアセンター藤井寺　

①運営報告

（2）平均介護度：  3.05　　　　平均年齢：　　87.7歳

（3）ケース内容：起床・就寝介助、排泄、入浴、食事、服薬、デイ送り出し・迎え入れ、安否確認 等

活動状況報告に対する評価

（1）現在の居住別利用者数：有料老人ホーム　28名　在宅  2名　合計　30名　　　男女比　　1: 3.3

②市民および他事業者様からの問い合わせ状況

次回　推進会議 　令和4年１０月１８日予定

１件　羽曳野市の事業所から問い合わせありましたが当面はご家族様が対応されるとのことで利用
にはつながりませんでした。

当該サービスを利用され在宅生活を継続されている事例2件を紹介いたします
◎　Y・T様　女性　77歳　独居
当該サービスを利用されるようになり４年目になります。看護は今のところ使われていません。毎月１
回のモニタリングは訪問し実施しています。毎朝の訪問によりバイタル測定し、体調管理と環境整
備、確実に服薬していただけるようにしています。夕方は毎日電話対応にて安否確認しています。
電話がつながらないときには訪問に切り替えています。又週４回デイサービスを利用されています
が、訪問時に一緒にデイサービスの荷物の準備や、洗濯物の声かけなどしています。年月とともに
おひとりではできなくなってきていることもあります。毎日の訪問により体調の変化に早く気づくこと
ができ医療との連携も円滑に行えています。今後もY・T様の状態に合わせ、またCM,医療、ご家族
とも連携を取りながら対応していきたいと考えています。
◎H・Y様　女性　１０２歳　息子様と同居
脳梗塞の後遺症で右片麻痺があります。息子様は同居ですがご商売をされており日中の介護が
手薄になるため主に排泄介助で日に４回訪問しています。デイサービスは利用されていないので
入浴はご自宅でヘルパーが対応しています。看護はリハビリを中心に訪問しています。下肢筋力
の低下が顕著で福祉用具で車いすの選定を行い、日中も安楽に過ごしていただけるようにしてい
ます。入浴は浴槽の出入りや浴室の出入り時など部分的にご家族様協力のもと安全に実施できる
ように対応しています。ご本人、ご家族とも自宅での生活を希望されています。ご家族様が食事の
準備や洗濯など身の回りのことなどは対応してくださっています。ご高齢であるため状態の変化が
予測できますので介護看護との連携をしっかり行い、ご自宅での生活を安心して継続していただけ
るよう対応していきたいと考えています。
☆在宅生活を継続したいという利用者様は沢山おられます。家庭環境はお一人お一人違い、課題
も利用者様によって違います。住み慣れた場所で生活を続けていただくために皆様のニーズに応
えられるよう、　利用者様、ご家族さまの声に耳を傾け寄り添える事業所でありたいと考えます。


